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１．はじめに

平成16年に発生した新潟県中越地震により、構造物

に大きな損傷がない場合でも、上越新幹線を走行中の

新幹線が脱線するという事故が発生した1)。これを受け、

JR東海では、地震時の脱線防止と逸脱による被害の拡

大防止を目的に、新たな地震対策の検討を進めてきた。

その結果、従来から取り組んできた高架橋柱や盛土の

耐震補強等に加え、地震時の構造物の大きな変位を抑

制した上で、脱線防止ガードで脱線を極力防止し、万

一脱線した場合に逸脱防止ストッパで逸脱を極力防止

する、二重系の脱線・逸脱防止対策を実施することと

した2)、3)。

本報告では、脱線防止ガードを敷設する場合などに、

レールに対する脱線防止ガードの敷設位置を効率的に

検測することを目的として開発した脱線防止ガード検

測装置（可搬式）について述べる。

２．脱線防止ガードの検測に関する課題

脱線防止ガード

の検測位置は、図

1 に示すようにガ

ード高さ及びガー

ド離れである。そ

の目的は、脱線防

止に対する機能面

での管理と建築限

界に対する管理である。これまでの脱線防止ガード

試験敷設では、図 2 に示すような検測器を開発し、

活用してきた。しかしながら、順次、敷設を推進す

るような場合に、定

常的に長延長区間

を検測することが

想定される。その際

の検測業務は、全て

の検測箇所でレー

ル高さまで腰をかがめ、検測値を記録簿に書き写す

もので、多大な労力や時間を要することになる。し

たがって、長延長区間の検測業務を効率化する必要

があるという課題があった。

３．開発仕様

前述の課題に対して、長延長区間を歩きながら検

測可能で、検査記録簿の作成も容易な検測装置を開

発することとした。その主な開発仕様は、表 1 のと

おりである。

４．検測装置の概要と性能確認試験

この開発仕様のもと、図 3 に示すような脱線防止

ガード検測装置を開発した。

レールに載線し、取手を押して検測する構成であ

る。操作用 PC では、検測開始・終了などの操作を行

うとともに、検測状況をリアルタイムにモニターす

ることも可能である。電源はバッテリーを使用する
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図３：脱線防止ガード検測装置
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図１：脱線防止ガードの測定位置

 

図２：検測器
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構成としており、事前に充電したものを取り付けて

使用する。

検測機構は図 4 に示すように、レールと脱線防止

ガードにローラーを転がし、それぞれの相対変位を

ポテンショメーターで検出する。ガード高さ用の脱

線防止ガード側のローラーは自重により脱線防止ガ

ードに接している。また、ガード離れ用のローラー

は、レールと脱線防止ガードに押し付けるようにバ

ネを作用させている。

保守基地に脱線防止ガードを試験敷設している区

間で、同一区間を 3 回検測し、測定値の再現性を確

認した。結果の一例を、図 5 及び図 6 に示す。再現

性誤差は、ガード高さ、ガード離れともに、差の標

準偏差は 0.1mm 以下であり、最大値でも±0.5 ㎜以下

を満足した。

操作性については、操作者の負担をできるだけ減

らすことに配慮した。例えば、操作用 PC はノートパ

ソコンのタッチパネル画面を採用しており、検測結

果は帳票表示や波形表示が可能となった。前回測定

値が記録されていれば、前回との比較を行い、差が

大きい場合にはアラートする機能を搭載した。図７

に操作用 PC 画面の一例を示す。

５．おわりに

今回の開発で測定機構や測定精度、操作性や検測

結果の出力方法などの基本的な部分について、実用

レベルに達した開発ができた。

また状況に応じて、従来の検測器と今回の検測装

置を使い分けることで、脱線防止ガードの敷設や運

用に寄与できると考える。現在、東海道新幹線に脱

線防止ガードを敷設する工事が推進されている中で、

今回開発した脱線防止ガード検測装置も活用されて

いる。
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図７：操作用PC画面の一例
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図６：ガード離れの再現性

図５：ガード高さの再現性
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図４：検測機構
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